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 第１章 西洋における鉢植えの文化概観 
  １．はじめに 
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  ２．「アドニスの園」にみる紀元前の鉢植え 
  ３．外来植物と鉢植え 
  ４．ウォードの箱と鉢植え 
  ５．労働者と鉢植え 
  ６．おわりに 
第２章 日本における鉢植えの文化 
  第１節 古代から中世における鉢植え 
   １．はじめに 
   ２．古代中国における鉢植えの文化 
   ３．日本における最古の鉢植え 
   ４．「鉢植え」と「盆栽」という言葉の使用に関して 
   ５．中国文人志向と中世の鉢植え文化 
   ６．「盆山」と「鉢の木」 
   ７．「盆山」と「石」 
   ８．絵巻物にみる「盆山」と「鉢の木」 
   ９．「盆山」「鉢の木」の作り手 
   １０．おわりに 
第２節 近世における鉢植え 
   １．はじめに 
   ２．古典園芸植物と鉢植え 







  １．はじめに 
  ２．空間と鉢植え 
  ３．代償の自然としての鉢植え 
  ４．おわりに 
 
第２部 表象としての鉢植え 
 第 1章 絵画の中の鉢植え 
  １．はじめに 
  ２．Allegory of Grammar (文法の寓意像)における鉢植え 
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  ３．蘭画「不忍池図」における鉢植え 
  ４．油絵 Isabella and the pot of Basil における鉢植え 
 第２章 映画の中の鉢植え 
  第１節 儚さを運ぶ植木鉢：『レオン』にみる鉢植えの含意 
   １．はじめに 
   ２．古典的なパラダイム 
   ３．鉢植えが初登場する場面 
   ４．触るという行為 
   ５．根が意味するもの 
   ６．映画『レオン』における鉢植えが表象するもの 
   ７．おわりに 
  第２節 鉢植えと子どもたち：映画『誰も知らない』分析を通して 
   １．はじめに 
   ２．雑草を育てる子どもたち 
   ３．「鉢植え」ができるまで 
   ４．小さな大人 
   ５．映画『誰も知らない』における表象としての鉢植え 
   ６．植物と子どもの親和性 


































































































































































Allegory of Grammar (1650), ウィリアム・ホガースの Tailpiece to the Catalogue of 
Pictures Exhibited in Spring Garden (1761), 小野田直武の秋田蘭画「不忍池図」（1770年
代）、ウィリアム・ホルマン・ハントの Isabella and the pot of Basil (1867)を取り上げ、こ
れら絵画作品で鉢植えが担う含意を考察する。 
ド・ラ・イールの絵画のパロディともいえるホガースの版画には、「未熟」という、「ア
ドニスの園」にみられた鉢植えの含意が強く表れている。「不忍池図」は、鉢植えが水辺に
描かれているだけで、それをその場所に運んだ人為を強く感じさせ、絵画の背後の物語性
へと鑑賞者の想像力を掻き立てる。植木鉢は常に、世話する人の手を必要とするからであ
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る。そして殺された恋人の頭を植えた鉢からバジルが生い茂る、というキーツの詩に基づ
くハントの絵は、「死が生へと向かう再生の場所」という植木鉢の性質を強く打ち出す。 
 
・評価 
 本章においては、第１部の歴史的考察で明らかになった数々の植木鉢の機能や社会的・
文化的意義が、古今東西の絵画作品の中にも確認された。それぞれの事例は第１部におけ
る論と見事に呼応して、論文全体の有機的な構築に多いに貢献している。 
 また「不忍池図」の鉢植えが、持ち込んだ人の存在を感じさせる、つまり「物語性に思
いをめぐらせる装置として機能している」という指摘は、この有名な蘭画についての新し
い発見である。ただ、描かれた植木鉢そのものにも注目し、それが西洋のものであること
にも注目すれば、より考察を深めることができたであろう。 
本章の問題点は、第１部の歴史考察にくらべると、とりあげられる絵画作品の数が少な
いという点である。例をより増やしてこの章を膨らませることができれば、本章のみなら
ず論文全体の説得力がいや増す筈である。 
 
第２章 映画の中の鉢植え 
・概要 
 本章は、鉢植えが単なる小道具ではなく、その作品において重要な象徴的役割を帯びて
使われているという映画二作品をとりあげ、それぞれの作品内における鉢植えの機能や含
意を詳細に分析する。 
 最初に取り上げるのはアメリカ映画『レオン』(1994)である。そこで殺し屋の主人公が片
時も手放さない鉢植えは、主人公にとっての自分自身、あるいは主人公にとっての親しい
他者、ヒロインにとっての主人公など、様々な象徴的意義を担っているが、それらに加え
て、未熟な存在（子供）としてのヒロインと主人公を象徴するものでもあり、また二人の
関係のはかなさを象徴するものともなっている。すなわち、「アドニスの園」における植木
鉢と同様の含意を強く担って、この映画においては使われているのである。 
 次に取り上げるのは、日本映画『誰も知らない』(2004)である。ここで子供たちは、カッ
プヌードルの容器に雑草の種を植えて鉢植えを作るのだが、それは弟妹の母親代わりを強
いられる主人公の少年の象徴であり、かつ、その少年の手が離れたときに死んでしまう末
の妹を表してもいる。 
コメニウスやルソーなどの教育思想にみられる合自然の教育における「自然類推」など、
植物のアナロジーで子供の成長をとらえる見方は広く普及している。『誰も知らない』はむ
しろ「自然類推」をアイロニカルに逆手にとった形で子供を描いているが、上記の二作品
にかぎらず、子供が主人公となる映画で鉢植えがしばしば登場する理由としては、こうし
た自然類推があることを指摘する。 
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・評価 
 現代の人気ハリウッド映画の中にあらわれる鉢植えが、古代ギリシャの「アドニスの園」
に見られたのと同じ含意（未熟さ、儚さ）をもって使われている、という本章の指摘は、
極めて説得力に富む。現代のポップカルチャーの中に脈々とながれる、古代文明に共通し
た鉢植えの文化的意義は、時代をこえて鉢植えが人間と切り結んできた関係の深度と永続
性を読者に強く訴えるものである。 
 子供が主人公となる映画ではしばしば鉢植えが重要な役割を果たす、という指摘も、大
変興味深い。本章が説くとおり、自然類推はその理由の一端ではあろう。しかしこれらの
映画で子供たちが鉢植えを「世話する」様がしばしば描かれる理由については、本章は「子
供たちのための庭」というフレーベルの教育理論なども援用して説明しようとしているが、
その説明がやや混乱気味であることは否めない。本章がひいた二作品に限らず広く映画に
おいてみられる子供と鉢植えの関係性については、さらに例をふやし、理論的な精度を上
げて分析していく必要があるだろう。 
 
終章 
・概要 
 これまで各論が明らかにしてきた、鉢植えの多岐にわたる機能と含意を、この終章では
図表を用いつつまとめなおす。それによれば鉢植えとはまずなによりも、「生と死を内包す
る両義的なもの」としてあり、また人為ぬきに存在し続けることができないゆえに常に「人
の気配を漂わせるもの」として認識されている。さらに「移動可能なもの」であり、「世話、
管理するもの」「庭の代用品」「休止の場所」「管理者の能力を他者に伝えるもの」「教材」「所
有者の分身」として機能する。また鉢植えは上記の機能をもつゆえに、「財力・権威」「ス
ノビズム」「自分・他者」「未熟さ・卑小さ」「儚さ」を表象し得るものとなっているのであ
る。 
 
・評価 
 各論の中で、他の章で取り上げられる事例との関係性はできるだけ明示されてはいたが、
こうして終章で図表を使って全体の関係性を見せることによって、あらためて「鉢植え」
の機能と含意の多様性とそれらの間で結ばれる関関係が明らかになる。ただし難を言えば、
その図表にはまだ漏れがある。再考してより精度をあげる必要があるだろう。 
 
論文全体の評価と審査結果 
 以上のように、本論文は「鉢植え」という、いわば文化的装置としての自然に注目し、
様々な時代・ジャンルにおけるその展開を網羅的に探究するものである。人文学研究にお
いて未開拓であった新しい研究トピックを切り開く、大変画期的な研究と言えよう。 
また、単に事例を羅列するのではなく、「鉢植えによって人間は自然をどのように自分た
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ちの価値判断の中に組み込んだのか」という問題意識が、一貫して保たれている。すなわ
ち、それぞれの文化やジャンルの中の鉢植えがどのように使われているかというだけでな
く、どのような文化的含意を担っていたのか、何を象徴しているのかという点にまで踏み
込んでいる点が、高く評価されるところである。鉢植えの機能とその文化的な象徴性を能
う限りくみとろうという著者の情熱は、分析対象だけでなく分析手法も実に多様であると
いう、本論文の極めて高い学際性に結実している。 
 しかし、野心的であるからこその問題点もある。本論文が駆使したさまざまな分析理論
のうち、成功しているものも多々あるが、上記で指摘したとおり理論的精度が足らないも
の、あるいは不要と思われるものもなくはない。また分析対象も、できるだけ網羅的であ
ろうとしているが、それでも対象間で分析の深度にかなりの偏りがでていることは否めな
いし、上述のとおり抜け落ちた部分も多い。 
 また、鉢植えの象徴性を考えるにあたっては、その独自性をとらえるために、鉢植えと
隣接するもの（花瓶、生け花、庭園、温室、金魚鉢など）との違いを考察する必要があろ
う。これらもまた、「自然を人間の価値体系の中にとりこんでいる」ものだからである。 
さらに言えば日本以外の鉢植えを考察する際、本論文ではもっぱら日本の鉢植えとの共
通性に注意が注がれていたが、両者の違いにも十分注意して分析する必要がある。たとえ
ば、本論文で分析された事例を見る限りにおいて、古代ギリシャ以来の「未熟なもの」と
しての鉢植え観が日本にあらわれるのは、どうやら明治に西洋の園芸観が導入されて以降
のことのようであるが、その点が本論文ではきちんと指摘されていない。鉢植えの機能や
文化的意義の異文化間における違いにも着目し、その理由を探ることは、本研究における
比較文化的アプローチを深めるためには不可欠と思われる。  
 このような課題を抱えてはいるが、これだけ多岐にわたる事例と理論をとりあげながら、
それらの間に有機的な連関をつくりあげ、人間にとっての「鉢植え」の意義について包括
的な議論を展開した著者の力量は、特筆すべきものである。なによりも本論文が極めて独
創的かつ意欲的で、研究対象・アプローチともに学際的な、新しい研究分野を切り開いた
ものであることに疑いはない。本論文の成果をもとに、鉢植えと人間のかかわりについて、
ひいては自然と人間のかかわりについて、著者の研究が今後さらなる発展を遂げるであろ
うことが十分に期待される。 
 
以上の理由により審査小委員会は、本論文提出者が博士（学術）の学位を授与されるに
十分な資格を有するとの結論に達した。 
